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晩頭静脆

内譲静脈

鎖骨下静脈

副半奇静腺

図5－76奇静脈と半奇静脈

右上行渡静晩
左上行腰静腺

動脈aseendhgaofta

・大動脈弓をつくる（胸骨角の位置から）

（左心室の動脈口から起こり、肺動脈幹の

後ろにあるが右前方に上行、後方に曲って

大動脈弓に）ニ二木も三1ニ拉穴の㌻つへ射し

腕頭動脈　右鎖骨下動脈　右総頚動脈

左総頚動脈　左鎖骨下動脈

上大静脈superiOrvenacava

・右心房に入る

．心臓に出入する大血管のうち、最も右側かっ後方

肺動脈（幹）pu血onaⅣtru血

・心臓から出る血管のうち最も前列にある

・左右の肺動脈に分かれるところで、大動脈

弓の下壁と線維索で結合（動脈管索）
左官静晩動脈管索ar血ialligament

（芸≡芸芸讐芸芸と大動脈とを連絡する動脈）
奇静脈系azygos野如mofvein

上大静脈と下大静脈を結ぶ重要な連絡路

（下半身の血を集めて上ぼってくる）

椎骨に沿って上がる

発達には個体差が大きい
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